
別記様式（第４条関係）

随意契約結果一覧
環境課

件名（数量） 契約締結日
（締結日の昇順）

契約業者
予定価格
(税込）

契約金額
（税込）

随意契約とした理由
審査会の
開催の有
無

備考

松阪市篠田山斎場火葬炉設
備保守点検業務委託

令和3年3月22日
富士建設工業株式会
社

1,727,000 1,727,000

地方自治法施行令第167条の2第
1項第2号による随意契約。
現火葬炉（Ｓ６３～Ｈ２改修）の築
炉メーカーであり、炉の維持管理
を考慮すると、同業者で保守点検
を行うことが望ましいと考えるた
め。

無

霊苑雑木伐採・林内整理業務
及び保守点検業務委託

令和3年5月10日 松阪飯南森林組合 3,960,000 3,960,000

地方自治法施行令第167条の2第1項
第2号による随意契約。
山（森林）の形態を成している現場に
おいては一般的な樹木の伐採や剪定
などの緑地管理だけでなく、森林全体
の状況を把握し、土砂流出などの自
然災害を防止することを考慮しながら
枯松や支障木を伐採していく特殊な
技術が求められる。また、霊苑内の景
観美化等に考慮し、墓苑・斎場への
来場者及び通行車両等への支障なら
びに事故を未然に防止していく上にお
いても森林管理の専門的な技術が必
要である。松阪飯南森林組合は、本
市において森林管理の中心的な役割
を担い森林保全に関する高い技術力
を兼ね備えた事業所であることと霊苑
内の保守点検業務を長期的に従事し
ており霊苑内の樹木の生育状況や地
形などの現場状況を熟知しているた
め、危険箇所の発見が容易に行え緊
急事態にも迅速に対応できると考えら
れるため。

無

所属（課名）



件名（数量） 契約締結日
（締結日の昇順）

契約業者
予定価格
(税込）

契約金額
（税込）

随意契約とした理由
審査会の
開催の有
無

備考

篠田山斎場火葬炉設備修繕 令和3年5月10日
富士建設工業株式会
社

4,521,000 3,960,000

地方自治法施行令第167条の2第1項
第2号による随意契約。
本業務は、既存設備の設計、構造及
び機能を熟知し、必要となる材料等も
特定でき且つ調達が容易にできること
が必要不可欠となる。同社は現火葬
炉（Ｓ６３～Ｈ２改修）の築炉メーカー
で当施設の保守点検業務も担当し、
これまでも当施設の機器類の診断や
点検、修繕にも携わっていることか
ら、現場状況や知識等に精通してい
る。また、火葬炉という設備の特殊性
を鑑み、修繕完了後の保守点検も円
滑に行えるため。

無

令和3年度　畜犬管理システ
ム　狂犬病予防注射案内葉書
印刷委託費

令和3年9月1日
（株）松坂電子計算セ
ンター

1,091,000 516,982

地方自治法施行令第167条の2第
1項第2号による随意契約。
株式会社松阪電子計算センター
は、畜犬管理システム作成業者で
あり、作成業者以外がデータ管理
等を行うことは難しく、もし作成業
者以外に委託を行うとデータ作成
等に別途料金等も発生することが
想定されることから、株式会社松
阪電子計算センターに委託するこ
とが望ましいため。

無

篠田山斎場お別れ室空調機
取替修繕

令和3年11月19日
株式会社日乃出エヤコ
ン

671,000 671,000

地方自治法施行令第167条の2第
1項5号による随意契約。火葬棟
の炉前ホールからお別れ室にか
けて一台しかない空調機が壊れ、
適切な空調管理が不可能な状況
となったことによる緊急対応。

無



件名（数量） 契約締結日
（締結日の昇順）

契約業者
予定価格
(税込）

契約金額
（税込）

随意契約とした理由
審査会の
開催の有
無

備考

篠田山霊苑自由墓地手桶収
納棚修繕

令和3年11月29日
株式会社北川鉄工建
設

1,599,400 1,593,208

地方自治法施行令第167条の2第
1項6号による随意契約。令和元
年度から令和2年度にかけ順次整
備を行ったが、同一注文品による
改修は墓地の景観に配慮でき且
つ効率的な維持管理が行えるた
め。また一番経済的であったた
め。

無

篠田山斎場主・再燃焼室炉内
耐火物修繕（2号炉）

令和4年3月7日
富士建設工業株式会
社

1,870,000 1,870,000

地方自治法施行令第167条の2第
1項第2号による随意契約。
本業務は、既存設備の設計、構
造及び機能を熟知し、必要となる
材料等も特定でき且つ調達が容
易にできることが必要不可欠とな
る。同社は現火葬炉（Ｓ６３～Ｈ２
改修）の築炉メーカーで当施設の
保守点検業務も担当し、これまで
も当施設の機器類の診断や点
検、修繕にも携わっていることか
ら、現場状況や知識等に精通して
いる。また、火葬炉という設備の
特殊性を鑑み、修繕完了後の保
守点検も円滑に行えるため。

無


